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発掘調査の成果続々
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保別戸古墳群は、高山市との境をなす見量ljJ

(997m)北側の尾根先端部にあります。発掘調

査は今年の5月から9月まで行われました。

一…

保別戸古墳群現地説明会(9月22日）
勺

…(高山市）
かみざり

ウバガ平遺跡は、高山市上切町の山のふもと

のなだらかな場所にあります。これまでに古墳
たてあなじ幸うき星あと

時代の竪穴住居跡を4軒発見しました。住居跡

からは､曹釜など注目される避物が出土してい
ます。

|■古墳時代初期の方墳を2基確認 ’

今回の発掘調査で、飛騨では最も古い時代の
つく

古墳を発見しました。造られた時期は古墳時代

初期(3世紀後半～4世紀初め)と推定されます。
はじ き た か つ き

1号古墳の満から出土した土師器の高坪は、器

形及び技法から3～4世紀のものと考えられま

す。これが時期の決め手となっています。

形は方墳で、尾根を切断するようにまつすぐ

に溝を切ることで古墳の内と外を区画し、上か
ふんさゅう

ら見た形が四角形となります。また、墳丘が低

く小規模であることから、弥生時代の墓の形を
や

受け継いでいると言えそうです。痩せた尾根上

にまっすぐな溝を切り連続して造られる、北陸

地方に多い努協苔熊童の影響を受けているとも
考えられます。

|■住居跡から管玉が出土

4軒のうち最も大型の1号住居跡では、管玉

が2点出土しました。管玉とは円筒形の管状の
つら<ぴかざ

玉で、多数連ねて首飾りとしたものです。1点

は長さ2.8cm、直径0.6cm、もう1点は長さ2.1cm、

直径0.4cmの大きさです。住居跡の床面付近にお

いて出土したことから、住居に住んでいた人物

の所持品であったか､住居を儲桑する際の祭り
で使われたと考えられます。いずれにせよ、こ

そうしんぐ

のような装身具は､当時､富と瀧威の蕊溌とさ
れていましたので、この住居には集落の中心と

なるような人物が居住していたと考えられま

~

’

■木棺と思われる覆蔽を躍認

1号古墳の墳頂部ほぼ中央に、南北に長い長

方形(長辺…約2.5m、短辺…約1.5m)の墓穴を

検出しました。埋葬方法は、石室を築いた跡が

ないことから、采精置葬であったと考えられま
くさ

す。木棺はすでに腐ってなくなっていましたが、

土の色の違いなどから木棺の跡を確認すること
ふぐそうひん

ができました。木棺の内や外から副葬品は見つ

かりませんでした。

今回の発見は、飛騨の古墳の始まりを考える

上で、重要です。

す。

管玉の出土状況
、

･4．



飛騨の歴史を
ぬりカエル

当センターでは、本年度地元関係諸機関や多数の方々 のご協力をい
ただき、県内10市町村13遺跡で発掘調査を実施しています。このうち

がいよう

今回は、飛騨地区3遺跡の概要についてお知らせします。
利
；
愛嬢

轡
・
《

伽
１

堀(鶏郡畿村）
ユさがほら

上岩野遺跡は、清見村牧ヶ洞地内の日当たり

良好な高台の一角にあります。遺跡のちょうど
虞きたにiAさ

南側下方には、牧谷川を挟んで国道158号線の

道の駅｢ななもり」があります。発掘調査は、今
年の5月に始まり、11月下旬まで続く予定です。

古くから縄文時代の遺跡として碧落で、すで
ウバガ平遺跡現地説明会(9月22日） に昭和6年に遺跡南東端の黒土の畑より、縄文

どぐう

時代中期の土偶片1点が、発見されています。

今回の調査でも、これまでに30点余りの土偶片

が出土しています。

調査は継続中ですが、これまでに50軒余りの

縄文時代中期～後期前半(約5,000～3,500年前）

の竪穴住居跡を確認しました。飛騨地方で発掘

調査された避跡の中では､通閃遺跡(高山市)、
なかのや玄こし いわがいと

中野山越遺跡(古川町)、岩垣内通跡(丹生川村）

などと並ぶ、純文時代中・後期の大きな集落跡

といえそうです。

|■古墳時代の集落跡を確認 －’
4軒の竪穴住居跡のうち良好な状態で残って

いた3軒については､食事の煮炊きを行った醤
の跡を確認することができました。篭とその周

辺からは、多くの土器が出土しました。それら

の形や技法などから、この地に人々が集落を営

んでいたのは、5～7世紀頃であることがわか

りました。遺跡はさらに、東方に広がることが

確認されていますので、今回の調査では、集落

跡の西端部を確認したこととなります。

飛騨地方では縄文時代に関する発掘訓査例は

豊富ですが、弥生時代以降の遺跡については、

あまり調査されていません。今回の発見は、ま

だ不明な点が多い古墳時代の飛騨の人々の暮ら

しを明らかにする上で、賀重な資料になるとい

えます。

P

発掘作業の様子

…爵P
陸

霊色ﾛ

|■集落の様子を探る冨孟

謬
遺跡の北側の斜面が繰り返し利用され、その

深さが1m以上の深い竪穴住居跡もあります。
ろ

そして、比較的大型の炉石や柱穴を持つ住居が
まぜも､をさあ．いしざら

目立つことや、住居内からの磨製石斧や石皿の

出土が多いことなどが特徴的です。また、調査
とこう

区の西側には、細文時代後期の土坑群や列石群

が存在します。

この上岩野遺跡の調査は、縄文時代の集落の

極

蕊 蕊昼

… 識

議謹
司凸

叩
四
方

蕊蕊議 I
い■
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4号住居跡の調査

出かけくださいi二
あり方や、当時の人々の生活や交流の様子など

を探る~上で重要と考えられます。

、[お 4

●11月10日c13:30~

現地説明会のご案内●12月2日⑧13:30~
●12月22日④13:30~

大野郡清見村牧ヶ洞地内

土岐市泉町久尻丸石地内

可児市柿田地内

上岩野遺跡

丸石古窯跡群

柿田遺跡
ノL

ノ
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竃甑③重鴎膜
160名の参加者で盛大に開催！

－平成13年度岐阜県発掘調査報告会一

県内では、平成12年度21市町村43遺跡で発掘調査が行われ、数々 の成果が報
告されています。今回その調査結果を交流する｢岐阜県新発見考古速報2001」が、
7月14日土岐市のセラトピア土岐において行われました。報告や講演はスライ

ドを使いわかりやすく発表や解説がされました。大変暑い日にもかかわらず、
160名を超える参加者は熱心に耳を傾けていました。当日の様子を報告します。

蕊謹照
葬
錘

雪&
候冨

一正■

幽じとうかん

岐阜県の中世城館
国立歴史民俗博物鮒

平成9，10，12年と調盗を行いました｡

温泉街を見下ろす間台にあります。純文時代早期と

古代の住居跡55軒が見つかり、南飛騨最大の集落遺跡

となっています。

千川斑博助教授

昨年に引き続き、講

演をお願いしました。
やがた

室町時代の館、戦国

時代の戦う山城、信

長・秀吉時代以降の城

と分け、全国的な代表

例との対比から、岐阜』

していただきました。：

勺

下呂石を加工しやすい大きさ
に割って貯蔵した穴

と分け、全国的な代表講演される千田先生

例との対比から、岐阜県の中世城館の姿、特色を話

していただきました。また、研究の成果を地域の特

色づくりの核にし、個性的な町づくりに活かしてい

くことが大切であることを、全国の先進的に整備さ

発掘調査の様子

ここからは、膨大な髄の下呂石の破

片も見つかりました。この石が採れる
A1がみぬ

場所｢湯ケ雌｣が近いことから、原石を

加工して運び出すための、加工の場所

であった可能性が考えられます。
三

れた城館跡の紹介を通して教えていただきました。

発掘調査をもとに、地域の人々と共に歴史を考えて

いく姿勢、地域の歴史の重要性を学びました。 今
卓
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性1〕

平成4～12年まで調盗を行いました。

市中央部に広がる、木曲川河岸段丘上の南に張

り出した丘にあります。丘全体に、弥生時代後期

～古代にかけての100粁を超える堅穴住居跡や、

掘立柱建物跡が見つかりました。

当地に美濃加茂市民ミュージアムがl淵館されるI

ことになり、良好に残るl韮が屋外展示施設としi

て盤怖され保存・公|刑されることになりました。I

平成9年から,1年計画で訓在を行いました。
く4わit幻と

妻木町を一望する城山のIl1頂にあります。IⅢ輪、土

駕働脇̂ .鷺どが配悩された山城です。ふもとには、
家臣団の屋敷であった区画が広がっています。

近世初頭(16世紀後半～17世紀前半)の城郭逝櫛が、

城主や家臣団の屋敷、城下町を含めて残されている例

はまれで、ともに岐阜県の史跡に指定されています。

士屋敷跡、井戸跡の様子

屋外展示施設の外観

露
蝉….、

尾

｡鯛
■
凸

■
二

鋼
k

甲

請熱

’
騨親職単跡… 磯鰯発掘体験の梯子

注2）曲論：人工的につくられた平坦地

注1）平成4年のみ(財)岐阜県文化財保護センターが閲査を行った。 注3）土塁：敵から城を守るためにつくられた盛り土

注4）堀切；敵の進入を防ぐため尾根道を桶に深く切った堀

･6．
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腿‘ 20野尻湖ナウマン象博物館中村由克氏他1名飛騨出張所来所

鍵
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7 月4

10

，1”11

11か
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1 15

清見村立清見小学校・大原小学校6年生上岩野遺跡発掘体験（23名）

千葉県立安房博物館森尚登氏整理所来所

土岐市立土岐津小学校6年生丸石古窯跡群整理所体験（112名）

各務原市立中央中学校生徒三田洞整理所作業体験（15名）

岐阜県発掘調査報告会「岐阜県新発見考古速報2001」．

(土岐市セラトピア土岐160名）

国府町商工会(マイタウンアドベンチヤーツアー)飛騨出張所見学(33名）

国府町立国府中学校3年生保別戸古墳群見学（30名）

東濃地区小学校社会科推進連絡協議会丸石古窯跡群見学(30名）

帝京大学山梨文化財研究所室長畑大介氏柿田遺跡指導

同志社大学歴史資料館鋤柄俊夫氏柿田遺跡指導

国際日本文化研究センター教授宇野隆夫氏重竹遺跡他指導

一
霞
一
一

…鰹
畠

ゴ矧患 ｡，

発掘体験をする士岐津小6年生

18

25

26

30

三重大学名誉教授八賀晋氏保別戸古墳群他指導

窯跡を見学する東濃小社研のみなさん

タイムスリップ探検隊・美濃

(重竹遺跡、岐阜県博物館、伊自良青少年の家5組14名）

(～3日）

羽島高等学校佐野氏上ケ平遺跡指導

藤田坂遺跡現地公開（60名）

吉城郡中学校社会科部会保別戸古墳群見学（21名）

美濃巾立中有知小学校教員重竹遺跡見学（3名）

岐阜市立岩野田中学校、青山中学校、三輪中学校、穂積両｣座穂積中学

校1年生整理所体験（15名）

タイムスリッブ探検隊・飛騨（上岩野遺跡24組60名）

美濃市立美濃中学校2年重竹遺跡職場体験（1名）

国寸歴史民俗博物館助教授小島道裕氏飛騨出張所来所

岐阜市立青山中学校、関ヶ原町立今須中学校2年整理所体験（10名）

帝京大学山梨文化財研究所室長畑大介氏柿田遺跡指導

8月’2
《
Ｌ
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古墳を見学する吉城郡中社研のみなさん
8

22

29 :壁

猫

31藤田坂遺跡発掘調査終了
r

国際日本文化研究センター教授宇野隆夫氏上恵土城跡他指導

現地説明会(ウバガ平遺跡54名、保別戸古墳群80名）

保別戸古墳群発掘調査終了

i鰻’
1

４
２
８
２
２

開

P
L

整理所体験で土器の接合に悪戦苦闘する中学生

編集後記鐙 一

夜遅く帰路に就こうとするとぁ響まだ整理所で仕事を
している職員がいます。部屋を覗くと縄文土器片を片

手にパソコンに向かっています。文様をどのように付
ぞ

けたか再検討中でした。土器の文様に何度も目を凝ら

しながら、「こうではないか｣｢ああではないか｣と話し

ていると、あつという間に時間が過ぎます。

あらためて考えてみると､蕪して語らぬ遺構や遺物
の蕊蕊きはたいへんです｡発掘から整理･報告書作成
にいたる作業が、多くの人々の力や支えによって成り

立っています。

その成果のほんの一部ですが、ご紹介できるのが｢発

掘速報展｣です。県内各地の遺跡から｢陽の目を見た」
出十吊があなたを待っています。物諦かな遺物たちで
すが、それを作り、使った｢いにしえ｣の人たちとその

時代に思いをはせ、皆さんが語りかけていただける機
会になればと考えています。岐阜県博物館にてお待ち
しております。

センター|雇歳コーメゴ．＝
も新し＜なりました。

一＝凸一一一一一

本年度から岐阜県博物館の人文展示室前に特設された展示
サ

コーナーも、展示遺物を入れ替えました。関市下有知の砂

滞遺跡(平成8．9年度調査)と講善鮒遺跡(平成'0年度調炎）
から出土した土器を紹介しています。この2つの遺跡に共通

するのは、弥生時代末から古墳時代初頭にかけて、山の急斜

面に数多くの竪穴住居跡が見つかったことです。今N展示し
ている出土品はそれらの住居で使われていた土器類です。煮

炊きをするための蕊、食べ物を盛り付ける高坪、器をのせる

器台など、当時の人々 の生活の様子を知ることができる賀璽
な資料です。

・7．
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平成11．12年度に発掘調査をした12の遺跡と出土遺物を紹介

します。

今回紹

至聯岡･亜京

亨記悪睡蓮会墜

平成13年11月25日（日）

国際日本文化研究センター教授

宇野隆夫氏

M演題#｢水と人の歴史
一′弥生時代～中世の水利をめぐって」

開館時間9:30～16:30(入館は16:00まで）
休館日毎週月曜日(祝日の場合は、翌日）

入館料一般320円(260円）大学生no円(50円）
小･中･高校生は無料

（）内は20名以上の団体料金

主催（財)岐阜県文化財保護センター

催岐阜県教育委員会岐阜県博物館

平
成
旧
年
川
月
１
日
発
行

文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

。

センターのホームページでは、発掘速報展や現在発掘調査を行っている遺跡の現地説明会などのイベ
ン卜情報や、今までに調査を行った遺跡や出土遺物などを紹介しています。ぜひ、ご覧ください。また、

URLhttp://www.maibun.gifu-net･jp
e-mail三田洞本部：整理所maibun@smiie.pref.gifu.ip

飛騨出張所hida@smile･pref.gifu･jp

’

霞


	きずな第32号-2
	きずな第32号-3
	きずな第32号



